
（仮称）能代市バスケの街づくり推進計画の骨子（修正）

資料２

＊「聖地」 ：①神・仏・聖人や宗教の発祥などに関係が深く、神聖視されている土地。②特定の分野において重要な場所。あこがれの場所。
＊ 「本物」 ：①にせものや作りものでない、本当のもの。また、本当のこと。②見せかけでなく実質を備えていること。本格的であること。

１．計画の期間

２．計画の構成

街づくりの
ビジョン

（目指す街の姿）

バスケでみんなが元気になれる街

バスケの聖地 能代さらに先のテーマ

１０年後の姿

競技的効果
経済的効果
社会的効果

市民 来訪者 関係者

楽しめる 親しめる 極める 誇れる

街づくりの
ゴール

（ビジョンを実現するた
めに達成したい目標）

本物のバスケに
触れられること

バスケが街なかで
感じられること

バスケで地域が
潤えること

バスケで誰でも
集えること

【競技】【観光】【情報】 【産業】【観光】【情報】【観光】【競技】【情報】 【生活】【観光】【情報】

３．計画の大綱

平成２４年度から平成３３年度までの１０年間

街づくりの「ビジョン」「ゴール」「取組」で構成
・「ビジョン」は、目指す街の姿
・「ゴール」は、ビジョンを実現するために達成したい目標
・「取組」は、ゴールに向かって取り組みたいこと

ビジョン：「バスケでみんなが元気になれる街」 を目指します

ゴール： 「本物のバスケに触れられること」
「バスケで誰でも集えること」
「バスケで地域が潤えること」
｢バスケが街なかで感じられること」 を目標とします

< 体系図・相関図 >

１０年後の目標

・最高峰のバスケを
体感できる環境が
あること

・各カテゴリーに全
国レベルの「強いバ
スケ」があること

・バスケを通じて
集まることができ、
交流できる環境が
あること

・バスケに関連す
るイベントや大会
が年間を通じて開
催されていること

・バスケに関連し
て経済活動が生ま
れること

・バスケに関連し
た経済活動が行
われやすい環境
があること

・いつでも、どこでも、
バスケについて接す
ることができること

・バスケに関する情
報を得られる環境が
あること

強い、能代工業高校、
歴史の保存、する、見
る、体感する

誰でも、参加する、す
る、見る、生涯スポー
ツ、健康、場所、施設、
交流

地域経済、産業振興、
目に見える、にぎわ
い、グッズ・商品、
サービス

目に見える、体感する、
知る、拠点、共有、発信、
シンボル、キャラクター

ゴールの
構成要素

（ゴール（目標）を構成
する要素）

<推進会議の意見集

約の際に挙げられた
キーワード>


